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Abstract
Iし

ThisstudyrevealedthephylogenyandevolutionaryhistoryofLoj[ＤＣＣ"cﾉｶα(s、エム皿○○LuuyLcvculcuulcpnylogcnyanoevoⅢI0narynlstoryorLoj[DCC"ｃｈα(s､ｓ､)whichisone

ofthemostdiversifiedrecentgenusinmarineostracodes．ThegenusLoxoc〃cﾉﾉα（s、ｓ､）

originatedintheIndo-WestPacificareaoftheLateOligocene・RecentLoxocMcんawas

subdividedintoGroupsAandB,definedbyIshiieraJ.(inpress),andhasappearedafter,atleast，

theEarlyMiocene，GroupAhaswidespreaddistributioninshallowmarinewater，andthree

fMher-subdividedgroups,SubgroupsA1,Ａ之,A3wererecognizedbyDDPanalysis・Subgroup

A1hasappea1℃。since,atleastltheEarlyMiocene(ｃａｌ８Ｍａ)andinhabitsthroughouttheworld

exceptfCrtlledistributionalareaofSubglDupAZSubgroupAZhasappearedsince,ａｔleast,the

EarlyMiddleMiocene（Ｃａ、１６．５Ｍa）andhasrestrictedgeographicaIdistributionwithinthe

EuropeanmarinewaterincludingtheMeditelTaneanSea・SubgroupAZmayoriginatebythe

isolationafterfmningofpaleo-MediterraneanSeaintheEallyMiocene・AtlanticOceanworksas

abarrierf◎rdispersalofrecentSubgmupsA１ａｎｄＡ２・Convergencesinmodeoflifeareoccurred

inbothSubgroupsA1andA2,independently・PaleoceneandEocenespecies,ｆｏｒｍｅｒｌｙｐｌａｃｅｄｉｎ
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LoxocMc/ZabelongtoSZzg川aroCyZﾉie〃ａｎｄＰα〃OCC"cんα、PaleogenediversifiedLoxoconchidae

grouphasdeclinedafterNeogene，ａｎｄｈａｓｍｏｖｅｄｏｕｔｆｉＤｍｗａｍｓｈａｌｌｏｗｍarineintoharsh

environment,suchashighlatitudecolderareaan｡/ordeepsea,tosurvivearoundJapan．

微小甲殻類貝形虫Cythere上科のＬｏ】Doco"c加属は、シセレ上科のなかで最も繁栄してい

る属の１つで、世界中の熱帯から亜寒帯までの浅海域・汽水域に生息している。生活様式

も多様化（葉上生、底生）している。本属は白亜紀後期に出現し、第三紀以降に適応放散

したと云われている。本研究では、Ｌ川ＣＯ"c加属がどのような過程を経て、あるいはどの

ようなメカニズムによって進化し、現在の繁栄を築くに至ったのかを明らかにした。また

その過程で分類を見直した結果、近縁属であるSZzgmaroCy伽,ヴビ属、〃肋ＯＣＣ,zc〃α属、

Bo"'ZyaMe肋属の進化史についても言及している。この研究は、第三紀以降適応放散した

Cythere上科の進化プロセスの解明に貢献することになるだろう。

本研究ではまず分類基準の厳密化と統一をはかるため、AthersuchandHorne（1984）の

行った細かな差異による分類､特に背甲内側の蝶番(hinge)の形態と前頭筋痕(frontalmuscIe

scar）の形を重視してLoxoco"c〃α属の再評価を行った。まず、日本産Loxoco"c〃α属１９種

について検討したところ、うち１６種はLOxocMcha属（狭義）に間違いなかったが、残り

3種はL川ＣＯ"cんα属と記載されていたにも関わらず、他の属の形質を有していたことが明

らかになった。Ｌ川ＣＯ"cﾉｶα川6ﾉＩＦＯ川!/iﾌ川aIshizaki,１９６６はＥＣ"'2y〃〃ﾉﾉﾋzMbkoZD凡施"伽ｎ．

combに変更され、この種と同所的に産する種をＢｏ"〃α肌e/伽p、とし、曰本海の水深ZOOm

以深から報告（TsukawakiaaJ.,1997等）されている種をSZzg伽ZDCyZﾉt川?ﾉZZpo"jcansp、と

して記載した。

この分類基準に基づくと、世界のLoxoco"cAa属（狭義）は確実に後期漸新世まで、可

能性としては後期始新世まで遡ることが出来る。現生Loxoco"c〃α属はGroupAとGroupB

の２つに系統的に大別されるが、それらは少なくとも中新世前期には現れていた。現在の

GroupAは世界中の熱帯から亜寒帯までの浅海域に生息していて、さらにＤＤＰ法によっ

て３つのSubgroupsA1,Ａ２,Ａ３に分けられる。SubgroupsA1とＡＺは各々前期中新世（約

18Ｍa）と中期中新世前期（lG5Ma）まで遡ることが出来る。そのSubgroupsA1とＡ２は

対照的な地理的分布を持つ。SubgroupAZはほぼヨーロッパ・地中海沿岸に限定して分布

しているのに対して、SubgroupA1は、SubgroupAZの生息するヨーロッパ・地中海沿岸以

外の世界各地に分布している。この地理的分布と化石記録から、SubgIDupAZは、前期中

新世にアフリカ大陸がユーラシア大陸に衝突してテチス海が分断され､インド洋と隔離さ

れた古地中海で形成されたグループである可能性が高い。また大西洋を挟んだ北半球両岸

に各々SubgroupsA1とＡＺが独占的に生息していることから、大西洋がSubgroupsA1とＡ２
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の分散を阻む障壁として機能していることが分かる。現時点で、ＧｒｏｕｐＡにおいて大西洋

を横断して移住した例はまだ報告がない。また、SubgroupsA1とＡ２では各々独自に異な

る生息環境への適応が生じており、生活様式の収散がＧｒｏｕｐＡ内で起きていることが分っ

た。この葉上・底生間での適応が各々の系統で起きているという適応能力の高さこそが、

本属が適応放散するに至った大きな要因の一つであると考えられる。

Lmoco"c〃α属（狭義）出現以前、始新世以前のＬ川ＣＯ"cﾉｶα属と記載されている種は

SZzgmaZoCyr/be陀属やＰα航OCC"ｃｈａ属に属する種であることが、アメリカ合衆国のメキシコ

湾岸域から暁新世・始新世の試料において明らかになった.背甲内側の蝶番の形態や筋痕

の形による再分類の結果であるが､ボアの分布パターンの比較もこの結果を肯定している。

また前期暁新世に登場したSZzg川roCy此花属とＰａＺ,，zo川c〃α属は後期始新世を境にボアの

分布パターンが現在型に以降することかが分かった。

日本近海に生息するＢｏ",2yα""e肋属２種は寒流や流氷の影響を受ける内湾泥底に、

Sbz8伽roCy伽峨ノヒJPO"jca、．ｓp・は水深200ｍ以深の深海に生息するが、この３種は

Loxoconcha科内においてfalseradialporeの数が最少である。この特徴は暁新世・始新世の

アメリカ合衆国のメキシコ湾岸域に生息していたSZzg〃roCyZ/z舵属から引き継いだもので

ある。このことは、古第三紀に温暖な浅海域で繁栄していたグループが、新第三紀以降衰

退し、高緯度の寒冷な水域や深海へと追いやられた歴史を示唆している。

本研究では新種４種の記載と属を変更した９種についての再記載をしている。

学位論文審査結果の要旨

本学位論文審査は第一回審査会を１月２８日に、論文提出者による口頭発表を１月２９日に開催した後、論
文審査委員による審査を行い、以下の結論を得た。

本論文はLoJroco"cﾉbα属という小型甲殻類の一種である貝形虫のｌグループを新生代始め（約6000万年

前）から現在にかけて調べ、その進化の歴史を明らかにしたものである。Lojroco"cﾉbα属は現在世界中の浅

海を中心に、200種以上が報告きれているが、その系統関係は複雑すぎて論じるのは困難だと考えられてき

た。申請者はまず、日本やアメリカ南岸などで報告された広義の本属の形態を詳しく調べ、それらが古いタ

イプの複数の属と新しいタイプの属（狭義のLOxococ"ｈα属）に分けられることを示した。さらに数千万年

前に亜熱帯の浅海域で繁栄した古いタイプが現在は中緯度域の深海や寒冷な水域に押し込められるように生

息しているのに対し、現在繁栄しているのは新第三紀以降多様化した新しいグループであることを明らか

にした。この現在繁栄しているグループをざらに詳しくみるとヨーロッパ・地中海粋の系統とその他世界中

に分布する系統に分けられ、大西洋が二者を分ける障壁となっていることが分かった。以上のように、本論
文は貝形虫の１グループの分類と系統に新しい知見をもたらすとともに、生物進化史のひとつのケーススタ

ディーとして高く評価され、学位論文に値すると判断された。
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